
第2939回／8月20日 例会報告 会　員　卓　話

●会員卓話
卓話たのしみにしています。 
田中德兵衞会員
暑いですね。うちの犬が暑さに
まいっています。
               芝﨑眞理会員
とにかく暑いね。
             小川長四郎会員
世界中で経済活動が動き出しま
した。来月からは部分的にシンガ
ポールにも行けそうです。コロナと共に生きながら。
                                          早船雅文会員
岡村さん、篠田さんよろしくお願いします。      砂沢学賦会員
岡村さん、篠田さん、卓話よろしくお願いします。   佐藤進会員
岡村さん、篠田さん、本日の卓話楽しみにしています。
                                          小倉克徳会員
卓話楽しみにしています。皆様熱中症にはくれぐれもご注意下
さいませ。                               丸山恵美子会員
以下同様の趣旨で
佐野良雄会員、渡部行光会員、増田泰久会員、岡部学会員、　
金子邦彦会員
●会員誕生祝い/会員配偶者祝い
コロナの影響で、記念祝いがまとめてになりました。皆様おめ
でとうございます。                       増井千恵子会長
皆様おめでとうございます。               田中德兵衞会員
お誕生日祝いありがとうございます。/主人のお誕生日祝いあ
りがとうございます。                       岡村睦美会員
お祝いありがとうございます。               下舘貴子会員
北村さん、喜寿のお誕生日（本日）おめでとうございます。
                                            大竹純会員
妻の誕生祝いありがとうございます。           松井実会員
以下、同様の趣旨で
佐野良雄会員、森絹子会員、荒隆一会員
●その他
暑い中例会に参加頂きありがとうございます。今後も改善にむ
けて頑張りますので、引き続きご参加よろしくお願いいたしま
す。                                         杉山直幹事
請川さん、めん屋さのいち開店おめでとうございます。
                                        田中德兵衞会員
コロナに熱中症、生きている皆様は強い。         森絹子会員
いなかで、芋堀り草取りをしてきました。農家に感謝あるのみ
です。汗だくになりました。                     小林修会員
毎日暑いですが、ご自愛ください。            朝日恵子会員
暑い毎日です。コロナにも負けず頑張っています。
                                          渡辺成子会員
暑いです。先日久しぶりに北村さんのひぬまに立ち寄り、つか
の間の夏休みを堪能しました。                篠田元一会員
皆様熱中症にはくれぐれもご注意下さいませ
                                        丸山恵美子会員
今年は国勢調査の地誌です。私も６０件を受け持ちます。５年は
早いですね。                               木内賢治会員
本日初めてＳＡＡの担当
をさせていただきます。
不慣れな点もあるかも
しれませんが、どうぞよ
ろしくお願いいたします。
         山下哲博会員

第一生命保険に入社して今年で４１年目になる
　皆さんの多くは経営者として同じ場所を守り続けていると思うが、生命保険業界の営業員も同じ
で、西川口営業オフィス、という拠点に一貫して所属してきた。立場は“営業員”であるが、４１年間
同じ場所で“オフィス”を育て、守り、地域のお客さまとの関わりを大事にし続けてきた自分にとって
“西川口営業オフィス”は、自分の会社と同じである。
　第一生命は全国に“支社”という拠点を約９０構えており、その拠点が１５～２０ほどの“営業オフィ
ス”という組織を管轄している。全国で約１４００オフィスあるうち、私は“浦和支社”“西川口営業オフィ
ス”という組織に所属している。
この４０年の中で、私自身の拘りとして、“総合精勤会員”そして“MDRT”という称号を連続で獲得
し、会社から表彰を受けている。“総合精勤会員”とは、 “生命保険”の個人、法人への営業、後述す
るが“人財”の採用“”アフターフォロー“といったほぼ全ての活動分野において、年間取りこぼしな
く秀でた営業員が表彰される制度であるが、今年で連続獲得が２９年目になる。これは全国でも単
独、最長であり、営業員として休みなく勤務してきた自身の”誇り“であると認識している。
　また、MDRTとは、ミリオンダラーラウンドテーブル、といい、全生命保険業界共通の、営業活動における各社の“代表”たる営
業員に贈られる称号であり、これも同じく昨年で連続２５期目を迎えた。MDRTは全世界共通の取り組みであり、活動内容自体
は保険業界のロータリーのようなイメージで、地区研修があり、ブロック、都道府県会、日本会、世界大会というこの２つの称号を
自身の“拘り”として続けてこられたのは、正に社内外において、人に恵まれたからに他ならない。
　人い恵まれた、という点でお話したいことがある。
日本の生命保険会社は、それぞれ独特の採用形態をとっており、一緒に働きたい人財に自らお声かけし、誘う事で組織を豊か
にしていく。当然、人が栄えずに衰退し、近隣の営業拠点と合併していくおふぃすもあるが、西川口営業オフィスは昭和５２年の
設立以来、約４５年間一度の統廃合も行わず現在まで来ている。他組織の文化が混入せず、名称の変更もない営業オフィスは、
こと近隣にたくさんのオフィスが混在する都心部のオフィスの中では希少である。
　営業員の給与体系はほぼ出来高制であるため、それぞれの営業員が自身の活動を行う事が原則の活動である一方、これも
日本の保険会社特有の文化であるが、自身の採用した人材を育て、協力し、更に系統員を増やし、豊かにしていくこと、これは給
与とは直結しない、いわば“使命”であり、外せない我々の役割となっている。
　この４０年の間で私が採用した人々は、勤続２５年や３０年を越え、既に指導者として“西川口営業オフィス”から巣立っていった
人財、今でも同じオフィスを盛り立ててくれている後輩等もたくさんいる。当然、こういった活動は給与面に直結することはない
が、自身の拘りとしておこなってきたこの“人のつながり”は、一見“個人競技”に見える営業の世界の中ではお互いの心の支えと
なり、それが今日まで営業活動を続けてきた糧となっている。

●幹事報告　杉山直幹事

松井実会員､増井千恵子会長、岡村睦美会員

篠田元一会員､増井千恵子会長、佐野良雄会員

荒隆一会員、佐野良雄会員、岡村睦美会員、増井千恵子
会長、森絹子会員、下舘貴子会員

●入会式

本日分
会員数
出席
MAKE-UP
出席率

  8月20日
　  100名
　    49名
       11名 
 63.83%

出席者はzoom参加も含みます。

幹事報告をご覧ください。
●8月27日の例会は、オンライン
例会です。9月3日の例会は、銀座
アスターを予定しています。
●8月22日に、地区の公共イメー
ジセミナーがzoomで行われま
す。

●会員誕生祝

川口ロータリークラブ／週報_No.5／中／A3／2018.8.6入稿分

●本日の行事

事業所：㈱ｼﾞｪｲｺﾑ埼玉
              東日本･川口･戸田局
住　所：川口市並木 1-17-12
ＴＥＬ：048-258-6657
ＦＡＸ：048-258-6582
役職名：局長
紹介者：蒲原成人
              新井秀雄
　　　　白井靖

吉田 馨 よしだ　かおる

●出席報告　水内麻起子委員

●配偶者誕生祝

●入会祝

●ニコニコ資金報告　金子邦彦委員

218,000円
47,000円

265,000円

前日までの累計
本日の計(30件)
本日までの累計

●大竹純会員

●岡村睦美会員　地区)会員増強維持委員 ●篠田元一会員　クラブ)会員増強･維持部門委員長
　増強はロータリークラブ全体の大きなテーマです。この
コロナ渦のタイミングでいろいろとプレッシャーを受けて
いますが、とにかく実績の方はともかく、気持ちの上だけ
でも増強に燃えるしかありません。もう覚悟?!を決めました。
　地区の増強セミナーに参加し、それ以外にもロータリー
における増強などWebでかなり調べたりもしました。さす
がに増強はロータリーの要でもあるので多角的に増強維持
するためのアプローチは豊富にあります。ただ、これらを
マニュアルに沿って増強を実践しても、実際、人の心を動
かせるのかな、と正直と思いました。そこで自分なりに増
強について考えてみたのですが、いきつくところ会員それ
ぞれの意識が大事なのではと考えるようになりました。

　川口ロータリークラブには長い歴史と伝統がある。会員
数も誇れる。これはクラブとしてのステータスです。そし
て実際、会員同士が仲良いし、多彩な顔ぶれもあって、同
好会もあり、例会を越えたつながりも盛んです。コロナ渦
の中での例会においても、コロナ感染のリスクもあるのに
これだけ会員が集まるというのは、やはり尋常なクラブで
はないでしょう。仲間に会いたい、ロータリーを楽しみた
いという気持ちの現れではと考えます。自分自身も、陸前
高田で汗だくで奉仕活動したり、まったく違う分野のそれ
も高い地位の方と、お酒呑んだり、ゴルフしたり、麻雀し
たり、それに軽音も好き放題やったり…、高い会費分以上
にロータリーを楽しんでいます。

　そこで、ここからが大事なことなのですが、こんなステ
キなクラブにみなさん自身がいるんだ、という点、忘れて
いませんか？　自分がいるロータリーには、これからも人
数はもとより、より多彩な顔ぶれにも入ってもらい、より
自慢できるクラブにしていきたいと。クラブのステータス
を上げていけばそこにいるご自身のステータスも同時に上
げられるのではと思います。自分のクラブをもっと楽しみ
たい、クラブも自分自身もよりステータスを高めたいとい
う意識を持つことがもっとも増強の基盤になるのではと考
えます。増強は一部の人に頼るのではなく、会員それぞれ
が、もっといいクラブにしようよ、と愛情を持つこと、自
分もそこにいることに誇りを持って、会員一丸でやりまし
ょうよ、ということを強く伝えたいのです。
　とはいっても、このコロナ渦では増強は難しい。自分な
りに今もがんばっていますが、単に「一緒に奉仕活動をや
りましょう」と誘ったところで、「はぁ？」、「機会があ
ればね」としか返ってこない。でも「ロータリーでの活動
内容を伝え、そこに、あなたにも関わってくれれば」と、
最初から活躍の場が用意されていると伝えれば成功の確率
も上げられるでしょう。それでもダメなら、すかさず「ロ
ータリーにはおもしろいメンバーが多くて一緒にゴルフや
ろう、麻雀やろう」でもいいでしょう。心が動く可能性が
でてきます。要するに仲間がいて楽しいよ、活躍してみま
せんかという流れで話すことが大事ではと考えています。

　最後に、どんな人に入会を促すのかは、人ぞれぞれだと
思いますが、これは田中德兵衞
さんの名言だと思うのですが
「この人と昼ごはんを一緒に食
べたいかどうか」というのがあ
りました。端的でカジュアルな
言葉ですが。とても深い意味を
感じます。「この人とゴルフし
たい、麻雀したい」でもいいで
しょう。案外、口を開けて待っ
ている人もいるはずです。

　現在、地区の増強委員です。
今年度中里ガバナーは、2770
地区の人数を、2700名を目標
としております。
小林ガバナーの時、106名減っ
て、2770地区全体で、2500名
を切っております。

　川口RCは、62年の歴史の中
で、最高120名という時があり
ました。田中PGが50周年の会長をされる前に60名を切り、
57名になった時があります。50周年には80名の会員を目
指し、皆で増強しました。81名に戻しましたが、その後
徐々に減らしました。57年の新井会長の時、60周年の時
は100名の会員で迎えるという大きな目標をたて、新井年
度の時に16名の増強を果たし、60周年の初めには91名に
なりました。60周年で100名を達しました。
過去12年の2770地区を振り返ってみると、なんと田中PG
の年度が最も増強に成功した年でした。田中PGは、増強
を目標にガバナーが先頭立って、ガバナー補佐や各会長
に力強く呼び掛け、増強に成功しました。

　さて、増強維持というと、組織維持の固いイメージで
すが、仲間が増える事は、何と言ってもクラブが楽しく
活性化します。私の60周年の時、100名に達した後、次
々と同好会を作ってもらいました。その為、毎日の様に
委員会や同好会が行われ、ロータリアンの友人達に会わ
ない日がありませんでした。しかも、仲間が増えると、
楽しいだけでなく、クラブの予算も自ずと増えますから、
奉仕事業も多岐に渡ってすることが可能になりました。

現在、11グループは、川口クラブ100人の他は、皆30人
以下です。歴史の長いクラブでも、20人台というクラブ
が大変多くなってしまいました。
何故でしょうか？維持だけに努めていても、必ず毎年5人
くらい減ってしまいます。事実、2770地区では毎年平均
250名の会員が辞めています。その訳は、健康や会社の事
情、経済的事情等、避けられない事情があるからです。
よって、会員を増やしていかなければ、どんどんと減っ
てしまうという事実があります。

　今年は体験した事の無いコロナ禍で、どのクラブも通
常例会が以前の様に行えず、大変苦労しております。そ
のような中で、会員を増やす事は至難の業です。増井会
長はグローバル事業、大型補助金事業を成功させ、積極
的に奉仕活動を、行動力をもって成功させております。
田中PGは過去のガバナーの中では最も増強に成功し、新
井パスト会長は最優秀増強賞を受賞し、不肖私も、最優
秀増強賞を貰っています。
このクラブは、最も増強に強いクラブと言っても過言で
はありません。しかし、このコロナ禍にあっては、皆様
１人１人のお力を借りないと、仲間を増やす事が出来ま
せん。増井会長は、目に見えないところで、維持に対し
て大変努力をされております。
どうぞ皆様のお力で、増井年度の目標、100人クラブの維
持を実現できる
よう、お願い致
します。


